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※ 地区研修会を９月２４日に開催いたします。今回は会場が東京芸術劇場ですので、 

お気を付け下さい。詳しくは本文「豊島区薬剤師会からの連絡事項」をご覧下さい。 

※ オンライン化後も、処方せん受付枚数、広域医療機関受付枚数の報告は継続してお願

いしております。ＦＡＸでもよいのでよろしくお願いいたします。 

 
 

都薬関連およびその他の重要な連絡事項など 

 
 
１） 平成２１年度認定実務実習指導薬剤師養成講習会の開催と申込み方法 
       ※事前登録制ですので必ず後述のようにお申込み下さい。 
       １１月３日（火・祝） １０：００～１７：５０ 

 講座イ・ウ・オ   （午前：講座オ、午後：講座イ・ウ） 
 武蔵野大学（会場が変更されました） 
申込み期限：１０月１５日 

       １１月２９日（日） １３：００～１９：００ 
  講座ア・エ     
 帝京大学板橋キャンパス 

  申込み期限：１１月１０日 
（実習生指導薬剤師（４年制）で、過去５年間以内に学生の指導に関わり、 
現在継続して薬局業務に携わっている方については、講座ア・エについて 
は免除されます。） 

      申込み方法～①豊島区薬剤師会事務局に申込み用紙がございます。ご請求ください。 
②必要事項を記入の上、東京都薬剤師会にFAXにてお申込み下さい。 

            それぞれ定員がございますので、お早くお申込み下さい。 
 
 
２）［再掲］後発医薬品比較サイトの開設について 
      東京都薬剤師会では後発品普及に役立ててもらうよう上記サイトを開設いたしました。 
      後発品の使用促進策が次々と打ち出され、シェアも着実に拡がってはいるものの、厚労省

の掲げる目標の域には達していません。普及の進まない要因を払拭するために、     

銘柄ごとに品質情報・供給体制・使用実績を１画面で比較することができるようにしまし



た。ぜひ、お役立てくださり、後発品普及に努めて下さりますようお願いします。 
      東京都薬剤師会のホームページの会員用ページからアクセスできます。 
      都薬雑誌に使用方法の票が同封されておりましたので、お役立てください。 
       ※平成２０年度の調剤報酬改定時に、「保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則」も改正され、 

ご承知の通り、後発品に変更可の処方せんの場合、後発品に関する説明を適切に行わなけ 
ればならず、後発品を調剤するよう努めなければなりません。しかしながら、後発品使用が 
なかなか進んでいないのが現状です。 

    ※先月、患者様向けのリーフレットをお配りしました。処方せん受付時に患者様にお見せし、 
『適切な説明』に利用され、後発品利用促進につなげるようお願いいたします。 

 
３）［再掲］都薬ホームページ上でのｅ‐ラーニング講座の試聴について 
      東京都薬剤師会では会員の学習を支援する方法のひとつとして、インターネットによる 

研修を考慮中です。このたび、試験的に、『ｅ‐ラーニング』運用することになり、ご視聴 
いただいて、ご意見をいただきたいしだいでございます。 
内容：都薬生涯学習特別委員会と協力くださるNPOが協議の上、１年間２４講座を提供 
協力：特定非営利法人 医療教育研究所（ＩＭＥ） 
方法：東京都薬剤師会ホームページの会員ページからログインする 
   インターネットによるｅ‐ラーニング 
期間：平成２１年８月３日（月）より１年間（予定） 
費用：無料 
  ※試験運用のため認定シールや修了証の発行はありません 

 
４）［再掲］「セルフメディケーションハンドブック２００９」のご紹介 
     日本ＯＴＣ医薬品協会発行の使用者向け小冊子です。 

豊島区薬剤師会事務局に少し在庫がありますのでご利用ください。 
（ＯＴＣの扱いの無い薬局でもぜひご覧ください） 

     価格：１部３０円（税込）１０部単位。（10部未満のご希望は別途ご相談） 
 
５）［再掲］「タイケルブ錠250mg」使用成績調査ご協力のお願い 
     ６月より発売されました「タイケルブ錠250mg」（抗悪性腫瘍剤/チロシンキナーゼ阻害剤）

につきましては、国内での治験症例が極めて限られていることから、製造販売後、一定数の

症例に係るデータが蓄積されるまでの間は、全症例を対象に使用成績調査を実施することが

義務付けられております。患者様は、処方元医療機関から「タイケルブ錠処方確認カード」

を渡されて、持参されてくることとなりますが、調査契約締結前に処方せんが発行され、確

認カードを持たずに処方せんを持ち込むことも想定されます。 
     初めての医療機関からの処方で、タイケルブ処方確認カードを持たずに来局された患者様の

処方せんを受け付けた場合は、インターネット環境のある場合はグラクソ・スミスクライン

社のウェブサイトにて調査協力施設リストに掲載されているか確認のうえ、未掲載ならば下

記に連絡をお願いいたします。 
       ウェブサイト～ http://tykerb.jp 
       処方情報連絡先～TEL：０１２０－２２９－５５４（8時～20時／日祝祭日除） 
               FAX：０１２０－１８６－１９０ 
 
 
 
 
 



豊島区薬剤師会からの連絡事項 
１）豊島区薬剤師会：地区研修会のお知らせ 

平成21年度第一回豊島区薬剤師会地区研修会を下記の要領で開催いたします。 
今回は都立大塚病院で診察を始める児童精神科の医長 鈴村先生を講師にお招きし 
ご講演を頂きます。児童精神科の処方せんを受付ける機会は少ないかと思われます、 
貴重な機会ですので、是非、お聞き下さい。 

     尚、基準薬局の継続・新規とも必修となっておりますので受講してください。 
記 

      日時  平成２１年９月２４日（木）   １８：３０～２１：２０ 
       

場所  東京芸術劇場 大会議室（区民センターではありませんのでお気をつけください） 
 
      内容  １．都薬アワー 
          ２．臨床薬学講習 
             「小児の神経疾患と治療」   
               都立大塚病院児童精神科医長 鈴村 俊介 
          ３．社会保険講習会 
  
２）豊島区三師会合同学術講演会のお知らせ 
     昨年から始まりました合同学術講演会を今年は下記の要領で開催します。 

記 
      日時：平成２１年１０月２９日（木）  講 演 会 １９：００～２１：００ 
                         情報交換会 ２１：００～２２：００ 
      場所：ホテルメトロポリタン ２階 曙 
      講演内容：「血栓予防治療に関して」（仮） 
           血栓予防治療に関して治療目的・治療中の出血への対応・服薬について 
            
    ※参加人数に限りがあります。申込み方法は追って連絡いたします。 
 
 
３）レクリエーションのお知らせ 
     本年度のレクリエーションは１１月１日（日）に行います。 
     内容など詳しくは追ってご連絡いたします。 
 
４）［再掲］豊島区薬剤師会ホームページ開設‼ 
     このたびホームページを立ち上げました。ここにいろいろと情報を載せていきます。 

（FAXや配布物などはいままで通りです。ご心配無く。） 

ホームページアドレス   http://www.toyoyaku.jp/ 

                    会員専用ページに入るには、パスワード  toshima    を使ってください。 

 
 
 
 
 



学術部より 
○豊島区薬剤師会学術勉強会のお知らせ 
９月の勉強会は９月１７日（木）午後８時～９時 で行います 
場所：区民センター ４階 第3会議室 
内容：「高血圧治療における最新の話題」 
講師：武田薬品工業株式会社 池袋営業所 第4エリアチーム  植原・麻木 
☆今回の勉強会は薬剤師研修センターの認定単位となります。 

 
○ 豊島区薬剤師会薬剤師研修会のお知らせ 

９月の研修会は休講です。（地区研修会のある月は休講となります） 
 

池袋あうる薬局より 
９月の輪番は以下の通りとなっております。出動よろしくお願いいたします。 
（平成２０年４月より日勤は会員２名体制を基本とし、支障のない場合、理事は出勤いたしません。） 
 

お願い ～輪番に入る７日前までに、出動する方の氏名を連絡してください。 
 
９月 日勤 

（９：００～１６：３０） 
準夜勤 
（１６：００～２２：００） 

５日（土） ■ ■ 平和通り保健薬局 
６日（日） いわい薬局目白店 メイプル薬局西池袋店 角田先生 
12日（土） ■ ■ エンゼル薬局 
13日（日） 西参道薬局 タニ薬局 角田先生 
19日（土） ■ ■ 千川薬局駅前店 
20日（日） わかば薬局 角田先生 角田先生 
21日（月） 千川薬局駅前店 角田先生 角田先生 
22日（火） わかば薬局 角田先生 角田先生 
23日（水） メイプル薬局西池袋店 角田先生 千川薬局駅前店 
26日（土） ■ ■ 平和通り保健薬局 
27日（日） 千川薬局駅前店 薬局アポック池袋店 角田先生 

 
 

長崎地区休日輪番薬局 
 
９月  
６日（日） カテイ堂薬局 
13日（日） ほてい薬局 
20日（日） チチブ薬局二丁目店 
21日（月） 高橋薬局 
22日（火） ホサカ薬局 
23日（水） ホサカ薬局 
27日（日） カテイ堂薬局 

 



理事会報告 
８月６日（木）午後８時より豊島薬業会館1階会議室にて理事会が開催されました。 
 
出席者 保坂会長 大澤副会長 江村副会長 小杉常務理事 森常務理事 

毛塚常務理事 佐藤常務理事 田崎常務理事 田中理事 日下理事 鬼倉理事 
 斉藤理事 恩田理事                    記録係 高石    

 
○前月分理事会議事録承認 
 
○ 報告事項 
１） 都薬からの連絡 
２）薬局実務実習受入エリア担当者会議報告 
３）豊島区長への要望書について 
４）「池袋あうる薬局運営委員会」報告 
５）豊島区三師会学術講演会について 
６）第４２回日薬学術大会について 
７）薬業協同組合との話し合いについて 
８）あうる薬局新規採用パート職員について 
９）会員数報告 
  A会員   １２９名 
  B会員     １８名 
     合計    １４７名 
 
  ○審議事項 
１）地区研修会の件 
２）レクリエーションの件 

要望書提出報告 
８月２４日、豊島区長と会談し、予算等の要望書を提出しました。 
内容の概略は以下の通りとなっております。 
     ①「池袋あうる薬局」休日昼間薬剤師１名増員の件 
     ②医療費抑制のためのジェネリック医薬品の使用促進や健康相談などの事業の推進について 
     ③健康センター構想について 
     ④新型インフルエンザ対策の今後について 
 

管理センター報告 
管理センター売上及び仕入 
   平成２１年７月売上金額  ￥4,611,808 
   平成２１年７月仕入金額  ￥4,200,305 

保険部報告 
広域病院処方せん受付状況報告 

 
 
 

都立大塚 都立豊島 老人医療センター 

件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数 
2211 2418 ６２ ６９ １０２ １２１ 



学術トピックス 
『白髪原因はDNA損傷』 
老化やストレスで白髪になるのは、色素を作る細胞の元になる毛根部の「色素幹細胞」が、DNA
の損傷を修復できずに枯渇してしまうのが原因であることを東京医科歯科大や金沢大などの研究

チームがマウスの実験で確認し、米医学誌セルに発表した。 
白髪になる詳しい仕組みの解明は初めてで、予防法の開発につながる可能性がある。また、さまざ

まな幹細胞を利用する再生医療や抗加齢への応用が期待されるという。 
チームはこれまでの研究で色素幹細胞が枯渇すると、やがて色素を作る細胞も無くなって白髪にな

ることを見つけていたが、なぜ枯渇するかは不明だった。 
そこで、傷ついたDNAを修復する遺伝子を持たないマウスに放射線を当てて実験すると、通常の

マウスでは全く変化が起きないほどの、ごくわずかな放射線で体毛が白くなった。毛根部を調べる

と、色素幹細胞が色素を作る細胞に分化していることが解かった。 
通常、色素幹細胞は自己を複製しながら、色素を作る細胞も生み出す。DNA の損傷を修復できな

いと自己複製機能が失われ、幹細胞がすべて分化してしまうために枯渇するようだ。 
 
               日  経   Ｈ２１・６・１２ 
 
 
 
 
 

豊島区薬剤師会の活動（７月） 
７/２（水）公益法人プロジェクト 
７/３（木）都議会議員候補、矢島氏、長橋氏、出陣式参加 
７/７（火）レセプト提出 
      理事会 
７/９（木）あうる薬局運営委員会 
７/11（土）都薬支部長会 
７/13（月）矢島氏、長橋氏、都議当選祝い訪問 

正副会長会議 
７/16（木）豊島区薬剤師会学術勉強会 
７/23（木）豊島区薬剤師会薬剤師研修会（豊島区在宅医療推進事業） 
      豊島区国民健康保険課との打ち合わせ 
７/24（金）班長会 
      薬局実務実習受け入れのためのエリア担当者会議 
７/25（土）都薬政治連盟打ち合わせ 
７/27（月）協同組合との話し合い 
 
 

 
 
 



管理センター取り扱いリスト追補 
 
＊ 新規取り扱い（過去に中止または停止したものの再開、リスト作成時に漏れたものも含む） 
 製品名 小分単位 
内 リューマトレックスカプセル2ｍｇ ｶﾌﾟｾﾙ 
 
＊取り扱い中止 
 製品名 
外 プロトピック軟膏0.03%小児用 
 

＊ 管理センターよりお願い    

1) 管理センターへの注文方法に関するお願い 
   管理センターの業務の円滑化のために下記の事項を守って下さるようお願いします。 
   ① 注文は専用の用紙を使用してください。 
     （お手元に無い場合は事務局まで連絡を頂ければFAXまたはメールにて送ります） 
   ② 一枚での注文は10医薬品までとし、欄外への記載はしないで下さい。 
     （欄外への記載は読み間違いを起こす要因になります） 
   ③ 一度使用した用紙を使用しての注文はしないで下さい。 
     （消し忘れによる注文の重複が起きたり、読み間違いの要因になります） 
 以前からお願いしている事項ですので、お守り頂けない場合は改めて注文して頂くか出庫を 
見送らせて頂きます。 

 管理センターの円滑な作業と間違い防止のため、ご理解ご協力のほどお願い致します。 
                          （管理センター所長  佐野 雅昭 
 
＊ 管理センターの取り扱い品リスト最新版（２００９年３月）を作成しました。 

ご希望の方は豊島区薬剤師会事務局までお申込ください。 
（電子媒体の分は最新更新版をお渡しできます。） 
Eメールの添付ファイルは無料。フロッピーディスク、紙のコピーは500円です。 

  尚、豊島区薬剤師会ホームページの会員ページから取り出すことも可能になりました。 
 
＊ 管理センターでは、会員様の要望の多いものにつきまして、取り扱いを検討し、採用するか否

かを決定する資料として使用します。つきましては下の要望書に記入し、毎月のレセプト提出

時に事務局に提出してください。集計管理上、１枚１品目とし、複数の場合はコピーしてお使

いください。 
・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・（きりとり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医薬品管理センター取り扱い要望書 
                            平成  年  月  日 
 
           薬局名                              印  
 
     以下の製品の取り扱いを要望します 
 
製品名                                  規格 
                                                


